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福島支部事業実施状況（令和６年４月～11月）

1. 令和６年度 ＫＰＩ（重要業績評価指標）一覧 上期時点での経過報告について

2. メンタルヘルスセミナーの開催

3. 「健康事業所宣言」関係

4. 後発（ジェネリック）医薬品／バイオ後続品（バイオシミラー）について

5. 小学生を対象とした健康教室

6. 令和６年度健康保険委員表彰



令和５年度 令和６年度

ＫＰＩ指標 目標 実績 KPI達成 目標 上期実績
（参考）
令和５年度
上期実績

参考資料２
該当ページ番号

1 サービススタンダードの達成状況 100％ 100％ 〇 100％ 100% 100％ Ｐ１

2 現金給付等の申請に係る郵送化率 97.7％以上 97.2％ ×
（対前年度以上）

97.2％以上 97.0% 97.0％ Ｐ２

3

社会保険診療報酬支払基金と合算した
レセプト点検の査定率
※R6～協会けんぽ単独での点検査定率に変更

0.344％以上 0.434％ 〇
（対前年度以上）

0.210％以上 0.377％ 0.198％ Ｐ３

4
協会けんぽの再審査レセプト１件当たりの
査定額

7,872円以上 11,261円 〇
（対前年度以上）

11,261円以上 18,988円 10,185円 Ｐ３

５
日本年金機構回収分も含めた資格喪失後
1か月以内の保険証回収率

90.92％以上 84.83％ ×
（対前年度以上）

84.83％以上 84.56％ 87.54％ Ｐ４

６

返納金債権（資格喪失後受診に係るものに限る）
の回収率
※R6～（診療報酬返還金不当を除く）に変更

58.89％以上 74.21％ 〇
（対前年度以上）

81.35％以上 51.66％
50.06％

（※返納金回収率）
Ｐ５

１.基盤的保険者機能
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１．令和６年度 ＫＰＩ（重要業績評価指標）一覧 上期時点での経過報告について



２.戦略的保険者機能

令和５年度 令和６年度

ＫＰＩ指標 目標 実績 KPI達成 目標 上期実績
（参考）
令和５年度
上期実績

参考資料２
該当ページ番号

7 生活習慣病予防健診受診率 62.0％ 65.4％ 〇 65.0％ 30.1％ 30.3％ Ｐ６

8 事業者健診データ取得率 11.8％ 6.9％ × 8.0％ 2.9％ 3.0％ Ｐ７

9 被扶養者の特定健診受診率 42.5％ 27.4％ × 29.8％ 11.8％ 11.5％ Ｐ８

10 特定保健指導の実施率 36.7％ 27.6％ × 30.3％ 10.8％ 11.0％ Ｐ９

11
受診勧奨後３か月後以内に医療機関を
受診した者の割合
※R6～健診受診後10か月以内に変更

13.1％ 8.84％ ×
（対前年度以上）

32.1％以上 31.9％ ― Ｐ10

12
健康事業所宣言の取り組み支援の体制強化に
よる質の確保、および関係 機関と連携した
宣言事業所数の拡大

2,070事業所 2,039事業所 × 2,220事業所 2,104事業所 1,988事業所 Ｐ11

13
被保険者数に占める健康保険委員が
委嘱されている事業所の被保険者数の割合

51.8％ 52.6％ 〇 53.0％ 53.5％ 52.0％ Ｐ12

14 健康保険委員が委嘱されている事業所数
※KPI設定
Ｒ６～

4,791社 ―
（対前年度以上）

4,791社以上
4,977社 ― Ｐ12

15 協会けんぽのジェネリック医薬品使用割合 83.7％以上
85.3％

※R6.3診療分
〇

（対前年度以上）

85.3％以上
86.7％

※R6.8診療分
84.6％

※R5.8診療分
Ｐ13

16
地域医療構想調整会議や医療審議会等の場で、
医療データ等を活用した効果的な意見発信

実施 実施 〇 実施 実施 実施 ―

３.組織・運営体制関係
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17 一般競争入札に占める一者応札案件の割合 20.0％以下 7.0％ 〇 15.0％以下 9.0％ 11.0％ ―



２．メンタルヘルスセミナーの開催

●疾病別 傷病手当金の請求件数の構成割合

郡山会場 福島会場

令和6年10月23日（水）
14：00～16：00 

日時 令和6年10月29日（火）
14：00～16：00 

ビッグパレットふくしま 会場 ウィル福島アクティおろしまち

板垣 俊太郎 先生

公立大学法人福島県立医科大学 医学部
事務局大学健康管理センター所長
医学部 神経精神医学講座 准教授

講師 三浦 至 先生

公立大学法人福島県立医科大学
医学部 神経精神医学講座 教授

会場参加 ：44名
Zoom視聴：97名

受講人数
会場参加：87名
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グラフタイトル

精神および行動の障害

23.5％
33.6％

傷病手当金の請求件数に占める「精神および行動の障害」の割合は

年々増加し、令和５年度は約３分の１を占めています。

労働者のメンタルヘルス不調は生産性の悪化につながることから、

事業主・労務管理担当者を対象としたメンタルヘルスセミナーを

県内２か所で開催いたしました。
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３．「健康事業所宣言」関係
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平成27年度にスタートした「健康事業所宣言」事業は、今年10年目を迎えました。

協会けんぽでは文書および電話勧奨を強化するなどして、今年度はすでに100社以上が新規登録、
令和6年11月末時点で2,143事業所が本事業に参加されています。

また、今年度は、福島県が健康経営スタートアップセミナーを県内３か所で開催するなど、働き世代に
おける健康づくりは県全体で益々の広がりを見せています。

協会けんぽ職員も講師として参加
9/17郡山・11/19会津・1/22いわき（予定）

今年度の「ふくしま健康経営優良事業所」認定事業所が決定しました。

認定を受けた260社中、258社は協会けんぽ福島支部の加入事業所です。
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特に優秀な取り組みの３社を表彰

・県知事賞

・福島民友新聞社賞

・福島民報社賞



４．後発（ジェネリック）医薬品／バイオ後続品（バイオシミラー）について
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国は、令和６年度に改訂した「安定供給の確保を基本として、後発医薬品を適切に使用していくためのロードマップ」に
おいて次のような目標を掲げています。

主目標 ： 後発医薬品の数量シェアを2029年度末までにすべての都道府県で80％以上

副次目標１： バイオシミラーの使用について、2029年度末までに、数量ベースで80％以上置き換わった成分数が、
全体の成分数の60％以上

副次目標２： 後発医薬品の金額シェアを2029年度末までに65％以上

数量ベースは目標達成。
金額ベースでは全国平均を上回るものの、目標に至っていません。

福島支部のジェネリック医薬品使用状況について
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ジェネリック医薬品割合（新指標）【令和6年4月診療分】
数量ベース 金額ベース

数量ベース
目標80％

金額ベース
目標65％

86.6％

61.5％

84.4％

59.6％



令和6年11月18日（月） 令和6年11月19日（火）

福島県立医科大学附属病院 総合南東北病院

大原綜合病院 太田西ノ内病院

星総合病院

バイオ医薬品の多くは対象疾患が難治性疾患であり、患者数は限定的ですが、効能・効果の追加により対象疾患の拡大や新たなバイオ医薬品の
薬価収載などにより、医療費（薬剤費）に与えるインパクトが大きくなっています。
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医薬品名
保険収載
年月

効能・効果
費用

（薬価収載時）

ピーク時
予測患者数

(薬価収載時)

ピーク時
予測販売金額

(薬価収載時）(※)

キムリア点滴静注 2019年5月
B細胞性急性リンパ芽球性
白血病等

33,493,407円
(１患者当たり)

216人 72億円

ゾルゲンスマ点滴静注 2020年5月 脊髄性筋萎縮症 167,077,222円 25人 42億円

ウィフガート点滴静注 2022年4月 全身型重症筋無力症 421,455円 25,000人 377億円

オンボー皮下注100mgオートインジェクター
（100mg1mL1キット）
オンボー皮下注100mgシリンジ100mg1mL1筒）

2023年5月
中等症から重症の潰瘍性
大腸炎の維持療法

126,798円 12,000人 291億円

［参考］ 近年薬価収載された高額なバイオ医薬品 第127回運営委員会（令和５年12月20日開催）資料１－２から抜粋

バイオ後続品（バイオシミラー）の普及促進に向けた医療機関訪問について

11月に県内５か所の医療機関を訪問し、バイオ後続品（バイオシミラー）の普及に向けて働きかけを行いました。

そもそもバイオ医薬品ってなに？

先発バイオ医薬品と同じ効能・効果、用法・容量で使えることが検証された医薬品で、
研究開発に要する費用が低く抑えられることから、先発バイオ医薬品よりも薬価が安いお薬です。

※バイオ後続品
（バイオシミラー）

遺伝子組み換え技術や細胞培養技術等の最先端技術を用いて開発されたお薬です。
難治性疾患（がん、自己免疫疾患等）に優れた治療効果があります。
ただし、化学合成によって製造される従来の医薬品と比べて膨大な開発費用を要すため、

一般的に薬価が高くなっています。

(※)薬価収載時の算定薬価に基づく予測

とは・・・



５．小学生を対象とした健康教室
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少年期から日常における生活習慣の重要性への理解を深めていただきたく、福島支部では、平成25年度から対面での

「健康教室」を実施しています。今年度は相馬市立小学校３校で実施しました。

また、南相馬市／いわき市の公立小学校５、６年生を対象に、冬休みを前に健康リーフレットを配布しました。

実施状況 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

伊達市

・保原
・伊達
・五十沢
・梁川

・保原
・伊達

福島市
・大森
・第二

・野田
・笹谷

・松川 ・平野 ・平野 ・荒井 ・荒井

郡山市
・開成
・薫

・明健
・芳賀

・桑野
・小原田

・赤木 ・行健 ・富田西 ・喜久田 ・芳山

いわき市
・平第一
・好間第一

相馬市
・山上
・大野
・中村第一

・磯部
・八幡
・中村第二

R6

相馬市
・日立木
・飯豊
・桜丘

いわき市

南相馬市

緊急事態宣言

血管模型を使った健康教室の様子

（ジュースに含まれる砂糖）

いわき市・南相馬市配布リーフレット

小学5年～
中学3年対
象に健康
冊子配布

小学５、６年を
対象に健康
リーフレット配布

（1日分の推奨摂取野菜）

可視化したサンプル
小学５、６年を
対象に健康
リーフレット配布



６．令和６年度健康保険委員表彰

健康保険委員の永年の活動や功績等に対して感謝の意を表するとともに、健康保険事業の更なる促進と今後の

委員活動の活性化を目的とし、日本年金機構等と合同で、社会保険事業功労者 表彰伝達式を執り行いました。

●開催日時 ： 令和6年11月14日（木）

●場 所 ： コラッセふくしま 4階 多目的ホール

全国健康保険協会 理事長表彰（4名）

氏名 事業所名

大橋 智子 福島造機工業株式会社 （福島市）

渋谷 亜希美 二本松NOK株式会社 （二本松市）

渡会 和子 新協地水株式会社 （郡山市）

樫内 恵子 樫内建設工業株式会社 （喜多方市）

全国健康保険協会 支部長表彰（23名）

※支部長表彰１名についてはホームページや
新聞による公表不可との申し出があったため非掲載。

氏名 事業所名

根本 和俊 安積疏水土地改良区

深谷 可奈子 三友電設 株式会社

髙橋 和博 陸奥テックコンサルタント株式会社

石井 尚子 株式会社 石覚組

高橋 京子 有限会社 好間衛生社

山崎 智恵 株式会社 山崎工業

上遠野 昭夫 バックス情報システム 株式会社

石川 太門 東北工業建設 株式会社

氏名 事業所名

清水 弘美 株式会社 清水

田村 千穂 田中建設工業式会社

伊藤 早紀 株式会社 佐藤電設

髙橋 幸一 株式会社東北入谷まちづくり建設

西森 明子 八溝マテリアル株式会社

渡部 みどり 旭電気工事 株式会社

青田 修子 株式会社 青田電気商会

氏名 事業所名

菅野 慶子 株式会社 協和地質

二階堂 奈美子 第一温調工業株式会社

大沼 加代子 大沼林産工業株式会社

斎藤 昭一 株式会社 斎藤建設

佐藤 貴子 福島グラビア株式会社

星 拓也 株式会社 新和調査設計

関根 晴美 株式会社 関根興業

今野 辰哉 株式会社 開成測量設計社

（順不同・敬称等略）

（順不同・敬称等略）
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